
〔科目名〕 

 地方財政論 
〔単位数〕 

2単位 

〔科目区分〕 

専門科目 

展開科目 

〔担当者〕   

武者加苗 

〔オフィス・アワー〕 

時間： 

場所：Ｅｍａｉｌで対応する 

〔授業の方法〕 

講義 

〔科目の概要〕  

わたしたちの生活とは切り離せない公共サービスはどのように供給されているのか、そのための財源はどの

ように調達されているのか。公共サービスを担う地方政府（地方）の財政と中央政府（国）の財政を、理論お

よび制度を紹介しつつ並行して学ぶ。 

地方財政の標準的な内容に加え、財政学・マクロ経済学・ミクロ経済学の一部も交えた講義を行う。最後の 3

回は時事問題も取り入れつつ講義する。 

 

〔「授業科目群」・他の科目との関連付け〕・〔なぜ、学ぶ必要があるか・学んだことが、何に結びつくか〕 

マクロ経済学で学ぶ国民所得の概念と政府部門の関係の結びつきを理解する。 

ミクロ経済学で学ぶ「個人・企業・政府」のうち、政府に重点を置いて取り上げる。政府活動が個人や企業の

行動にどのような影響を与えているのかを理解する。 

 

 

〔科目の到達目標〕 

基本的な地方および国の財政の「制度」を学び、その背景に立つ「理論」を理解する。 

公務員試験の専門試験に対応できる基礎力、および公的部門で働く場合に必要とされる政府の役割を 

理解する。 

〔ディプロマ・ポリシー（DP）との関係〕  

学部 学科 

DP1 DP2 DP3 DP4 DP1 DP2 DP3 

  ○       ○   

〔学生の「授業評価」に基づくコメント・改善・工夫〕 

毎回、授業レジュメを配布する 

 

 

〔教科書〕 

特に指定しない 

〔指定図書〕 

〔参考書〕 

中井英雄他 （2020） 「新しい地方財政論 新版」 有斐閣 

足立泰美（2024）「地方財政論」 有斐閣 

〔前提科目〕 

マクロ経済学、ミクロ経済学 

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等） 



期末試験 100％ 

 

〔教員としてこの授業に取り組む姿勢と学生への要望〕 

１年次に履修したミクロ経済学、マクロ経済学の基礎を復習しておくこと 

財政学の履修をしておくと、理解が深まるであろう 

 

〔実務経歴〕 

シンクタンクに勤務し、地域経済や地方財政の分析に従事した経験を講義に反映する。 

 

授業スケジュール  

第 1回 テーマ（何を学ぶか）： イントロダクション 

内  容：財政学と財政の３機能～財政とはなにか 

教科書・指定図書  

第 2回 テーマ（何を学ぶか）：国と地方 

内  容：国と地方の財政の姿～経済に占める政府歳出の規模 

教科書・指定図書 

第 3回 テーマ（何を学ぶか）：公共財 

内  容：公共サービスと財政のかかわり～公共財の最適供給と公平な負担 

教科書・指定図書 

第 4回 テーマ（何を学ぶか）：租税とは 

内  容：租税の基礎理論～公立と公正のトレード・オフ 

教科書・指定図書 

第 5回 テーマ（何を学ぶか）：所得にかかる税 

内  容：所得課税～さまざまな所得への課税 

教科書・指定図書 

第 6回 テーマ（何を学ぶか）：消費にかかる税 

内  容：消費課税～価格弾力性と最適課税 

教科書・指定図書 

第 7回 テーマ（何を学ぶか）：資産にかかる税 

内  容：資産課税～さまざまな資産への課税 

教科書・指定図書 

第 8回 テーマ（何を学ぶか）：公債 

内  容：国債と地方債～公債の負担 

教科書・指定図書 

第 9回 テーマ（何を学ぶか）：財政と経済効果 

内  容：裁量的な財政政策とマクロ経済～財政政策の有効性 

教科書・指定図書 

第 10回 テーマ（何を学ぶか）：特定補助金 

内  容：国庫支出金と地方公共サービス～国と地方の役割分担 

教科書・指定図書 



第 11回 テーマ（何を学ぶか）：一般補助金 

内  容：地方交付税と地域間所得再分配～地方交付税の機能と意義 

教科書・指定図書 

第 12回 テーマ（何を学ぶか）：政府か私企業か 

内  容：地方公営企業、第三セクター～政策コスト分析 

教科書・指定図書 

第 13回 テーマ（何を学ぶか）：社会保障の概要 

内  容：社会保障の財政～社会保障の必要性 

教科書・指定図書 

第 14回 テーマ（何を学ぶか）：年金・医療・介護 

内  容：社会保障の財政～公的年金の財政方式 

教科書・指定図書 

第 15回 テーマ（何を学ぶか）：最近のトピックス 

内  容：これまでのまとめ 

教科書・指定図書 

試 験 筆記試験を行う 

 


